
令和６年度 第３回 広報公聴委員会 会議録 

開催日 令和６年 ８月１９日（月） 

会議時間 午前 ９時００分 ～ 午前９時２５分 

開催場所 佐倉市議会 議会棟２階 第三委員会室 

出席委員等 

[委員長] 高木 大輔   [副委員長]  長谷川 泰弘 

[委員] 石井 昇、髙橋 とみお、宇田 みおこ、齋藤 寛之 

橋岡 協美、望月 圧子、斎藤 明美、五十嵐 智美   

欠席委員等 なし 

委員外議員 なし 

説明のため出席した

者の職氏名 
なし 

議会事務局 
[局長] 三室 隆行 ［次長］鈴木 康二 

[書記] 飯野 明、里吉 奏子、大畑 まり 

協議事項 
(1) 意見交換会について 

(2) その他（議会だよりタイトル等について） 
 

 

【決定事項】 

(1) 意見交換会について 

□ 実施計画（案）を議長に報告し、会派代表者会議に諮った上で決定する。 

□ 今年度の新しい取り組みとして、特別支援学校さくら分校の生徒にも参加いただくこと、

ディスカッションのテーマを３つの内、２つを各校から提案していただき、各グループで

そのテーマについて話し合う。 

□ グループ数等については委員長一任。 

□ 今後のスケジュールについては、案のとおり進める。 

・テーマの決定にあたっては、提案されたテーマを各会派で話し合った上で、当委員   

会で協議し決定する。 

(2) その他 

□ 議会だよりタイトル等については継続して協議する。 

  

【主な意見等】 

(1) 意見交換会について 

 高校生の意見を主体的に引き出すためにも、司会に高校生を据えたらどうか。 

 テーマについて高校生の意見を反映させることについて賛成だが、誰がどのように決め 

るかの決定プロセスが大事。 

 テーマの選定にあたり意見交換会の趣旨と目的、効果を皆で共有して選定すべき。 

 

(2) その他（議会だよりタイトル等について） 

 外国人参政権が認められていない中で、英語・ローマ字表記にする必要があるか。 

 これまでどおり佐倉市議会だよりと表記し、７０周年のロゴを用いたらどうか。 

 案の中に漢字表記のタイトルがない。さくらと平仮名表記した場合、栃木県のさくら市と  

間違われることも考えられる。 

 手に取りやすくする、佐倉を喚起するデザインや丸みをおびたフォントにすることは賛成。 



 メインタイトルは、漢字の佐倉を使用すべきではないか。 

 デザインを変更し、親しみやすく手に取りやすい紙面に変更することについては賛同する。 

・ローマ字表記は、こうほう佐倉と同じ。同時期に新聞折込されるため分かりにくい。今の 

タイトル佐倉市議会だよりのフォント等を変更すればよいのではないか。 

   ・佐倉という地名の周知のためにも、佐倉という漢字を使い続けたい。 

 

【次回の開催について】 

  令和６年９月４日（水）本会議終了後 

 

以上のとおり会議要録を作成し、ここに署名する。 

                          

                   委員長  高木 大輔 

                    


